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はしがき
わが国におけるイチゴ果実の需要は周年である。しかるに需要を満たす
に十分な供給がされているとは必ずしもいえない。特に７～１０月の夏秋
期の生産は少なく、輸入に大きく依存している。夏秋期の果実生産方式を
考えるとき、一つは四季成り品種などの特定品種を用いて、その時期だけ
の収穫を目的とする栽培が、他の方法としては同一品種を用いて周年生産
し、夏秋期生産はその中における一時期の生産であると位置づける栽培が
考えられる。研究代表者が開発した品種およびその次世代品種では、後者
の方式が可能である。いずれの場合においても、夏秋期が高温であるので、
開花の連続性と果実肥大の確保を図る必要がある。前者の開花の連続性は
ほぼ確立してきている。後者の果実肥大の改善はまだ不十分であり、ここ
では夏期の高温下で開花を継続させたときに起こる果実の商品化率の低下
の実態を調査し、不良花・果の分類を行い、その発生要因を栄養上のトラ
ブルとして検討を加える。
従来､高温期の結実不良の研究は稔性障害に関して行われたものが多く、
いわゆる障害型高温害であり、短期間の異常に高い温度遭遇による不稔性
に関する研究例が多い。イチゴの奇形果の発生についても同様である。し
かし近年の施設栽培の高度化に伴い、自動化や施設の大型化、異常温度へ
の警報、安全装置の設置などが行われ、このタイプの障害の発生割合は少
なくなっていると思われる。他方、長期間のマイルドな高温による障害、
いわゆる遅延型高温害と呼ぶべきタイプの障害に関する研究は不十分であ
る。施設栽培は秋冬期から春夏期へと連続し、環境は低温弱日照から高温
強日照へと、劇的に変化する。越冬栽培してきた果菜類はこの高温期に作
付けの交代がなされ、遅延型高温害は存在しても、問題としては浮上しに
くいことであり、夏にも継続して収穫しようとする周年栽培の試みにおい
て初めて課題になるものであろう。高温強日照下の成育は栄養上の不均衡
やストレスあるいは低栄養状態の継続などが深く関係するものと思われる。
障害要因も単一でなく複合されていると思われる。
このような課題の解明は高温環境下の栽培を安定させる技術を開発する上で
重要である。これらの現象を誘発する背景には、光合成産物の生産量とシン
ク器官間の競合があると考えられる。長期の高温強日照下における温帯性果
菜においては、このような観点からの研究はない。そこで本研究では、以下
のことについて検討することにした。
１．夏期の高温下で開花を連続させるために必要な処理条件。
２．夏期の高温下で開花を連続させたときに生じる結実不良果実の発生要因
の検討。
３．昼夜温度を制御した環境下で安定的に花成し得る温度範囲と結実に及ぼ
す影響。
４．昼夜温度を制御した環境下で葉のクロロフィル蛍光を測定し、光合成活
性と高温障害との関係を検討し、炭酸ガス施用がが結実の改善に及ぼす
影響を検討。
これまでの研究では、まだ十分な改善策を示すまでには至らないが、得
られた結果を報告し、今後さらに研究を進めて行くつもりである。
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